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自　第 １・２・３・４ 号（令和４年11月）
至　第 ５ ・ ６ 号（令和５年３月）

（論　文） 執　筆　者 号 頁
マルクス『資本論』とヘーゲル弁証法

―『資本論』第１巻「あと書き〔第２版への〕」を手がかりとして
藤原　直樹 1･2･3･4 1

電話番号の区切りに関する制度的規範と共同体規範 徐　　大明
―中国語と日本語の言語景観の比較研究 包　　聯群 1･2･3･4 31

最低⽣計費調査の到達点―地⽅圏における最賃とは 中澤　秀⼀ 5・6 1

最低生計費からみた地方圏賃金の低さと「地方消滅」
―地方圏中高年ロスジェネ単身層に着目して― 石井まこと 5・6 25

⼤分県最低⽣計費調査における年⾦⽣活者の消費⽀出傾向 三好　禎之 5・6 61

小特集「最低生計費調査からみえる地方圏のリアル」へのコメント
　―地方の諸階層の生活実態に迫るユニークな研究 鷲⾕　　徹 5・6 81

企業統治における機関投資家および個人投資家の役割（１）
―アメリカ法における株主訴訟および株主提案を対象として―

金　　康浩 5・6 89

（研究ノート）
総合選択制高校における職業指導の充実に係る一考察

～県立S高校の実践事例を踏まえて～ 渡邉　一朗 1･2･3･4 51

２．講演会（令和４年度）

　　第106回　令和４年４月21日（木）14：50～16：20
　　　「地域金融が切り拓く大分の未来」
　　　　　　講師：新発田龍史（金融庁 監督局　銀行第二課長）
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　　第107回　令和４年６月24日（金）10：10～11：40
　　　「The EU - Japan strategic relationship in light of the war in the Ukraine
　　　　　　　　　　　　（EUと日本のよりよい協力関係と現在のウクライナ情勢）」
　　　　　　講師：Dr. Michael Reiterer（ブリュッセル統治大学院CSDS特別教授）

　　第108回　令和４年12月７日（水）14：50～16：20
　　　「文化芸術・芸能分野の労働環境の実態と課題」
　　　　　　講師：森崎めぐみ（俳優､ 一般社団法人日本芸能従事者協会代表理事､

全国芸能従事者労災保険センター理事長）

　　第109回　令和５年１月24日（火）10：40～12：10
　　　「本当はこんなに恐いスポーツニュース」
　　　　　　講師：森田　浩之（ジャーナリスト）

３．研究会等（令和４年度）

《定例研究会》
　　令和４年度第１回　令和４年11月30日（水）13：10～14：40
　　　「アメリカ連邦最高裁と原意主義的憲法解釈の現在
　　　　　　　　　　　　　　　　―中絶規制・銃規制を中⼼に―」
　　　　　　　　　　青野　　篤（本学教授）

　　令和４年度第２回　令和５年１月25日（水）14：50～16：20
　　　「新規株式公開におけるアンダープライシングに関する研究」
　　　　　　　　　　鵜崎　清貴（本学教授）

《⼤分社会科学学際研究会》
　　第14回研究会　令和４年８月25日（木）15：00～16：30（オンライン）
　　　「家庭用ゲーム機産業のプラットフォーム戦略
　　　　　　　　　　　　　　　　―デファクト・スタンダードの視点から―」
　　　　　　　　　　姚　　旭東（本学大学院経済学研究科博士後期課程）

《シンポジウム》
　　地域経済研究センターシンポジウム（第11回）
　　　令和４年８月６日（土）13：30～16：55
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　　　　　　　　　　　　　　（会場：経済学部 黒土始記念講堂（202号教室））
　　　『人口減少時代の地域づくり』
　　　　第１講演　�「社人研推計による地域別の将来人口見通しと新型コロナウイル

ス感染拡大に伴う近年の人口移動傾向の変化」
　　　　　　　　　　小池　司朗 （国立社会保障・人口問題研究所人口構造研究部長）
　　　　第２講演　�「人口減少時代の地域づくりとデジタル田園都市国家構想がめざ

すもの」
　　　　　　　　　　西岡　　隆（年金シニアプラン総合研究機構審議役）
　　　　実践報告　「大分県内のRMO（地域運営組織）設立支援について」
　　　　　　　　　　清水　敦史（コミュニティサポートおおいた代表理事）
　　　　意見交換　パネリスト：小池　司朗，西岡　　隆，清水　敦史
　　　　　　　　　コーディネーター：大呂　興平（本学教授）

　　大分県高大連携シンポジウム（第12回）
　　　令和５年２月18日（土）９：30～12：10（会場：経済学部101号教室）
　　　『高大連携による理系女子育成』
　　　　基調講演　「女子中高生の進路選択　―その背景と課題―」
　　　　　　　　　　荒木　　薫（佐賀大学ダイバーシティ推進室副室長）
　　　　事例発表　「高校での文理選択の現状について」
　　　　　　　　　　森　　浩之（大分県立大分豊府高等学校教諭）
　　　　　　　　　「進路選択について」
　　　　　　　　　　信岡かおる（本学理工学部准教授）
　　　　意見交換　パネリスト：�荒木　　薫，信岡かおる，森　　浩之，
　　　　　　　　　　　　　　　堀　　優香（本学大学院工学研究科学生），
　　　　　　　　　　　　　　　古川　杏珠（本学理工学部学生）
　　　　　　　　　コーディネーター：松浦　恵子
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（本学学長特命補佐・ダイバーシティ担当）

４．各種学会における経済学会正会員の研究報告（令和４（2022）年中）
＊学科別教員名簿順掲載

デイ・スティーブン	 ‘Do the Europarties offer solutions to the challenges of democracy 
building at the EU-level? Potentially Yes.. .But.. . ’ , paper 
presented at the European Union Studies Association - Asia 
Pacific Annual Conference, Seoul, July 6-8, 2022, paper 
presented online.
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加納　拡和	 ‘The Relat ionship between Ear l iness and Rapidness in 
Internationalization Process: Insights from Penrose’s Theory of 
Firm Growth’，Academy of International Business，Miami，
2022.7.7.

	 ‘The Micro-Clustering of Entrepreneurial Activities in Urban Areas 
of Tokyo’，Society for the Advancement of Socio-Economics 

（SASE），Amsterdam，2022.7.10.
	 ‘Earliness of First Foreign Entry and Rapidness of Post-entry 

Process’，Academy of Management，Seattle，2022.8.9.
大井　尚司	 「地域公共交通の持続的運営に向けた利便増進と効率化の両立策の実

践」（共著），第4回土木技術者実践論文集研究発表会，オンライン，
2022.5.30.

	 「地域人材による地域主導の公共交通利用促進に関する研究（第８弾：
高校生編）―地元・三重総合高校へ通う高校生のバス利用促進
に関する考察―」（共同発表，ポスターセッション），第17回日
本モビリティ・マネジメント会議，島根県民会館，2022.8.26.

	 統一論題シンポジウム「地方部における鉄道のあり方を考える」（共同，
パネリスト登壇），日本交通学会第81回全国大会（統一論題），
北海道大学，2022.10.8.

	 「四国地域における都市間移動の鉄道選択要因に関する分析」（共著），
日本交通学会第81回全国大会（自由論題），北海道大学，2022.10.9.

	 「地方鉄道路線運営における最適運営規模と運営形態の再考察」，日
本交通学会第81回全国大会（自由論題），北海道大学，2022.10.9.

	 （スペシャルセッション）「SS6 公共交通プライシング⼿法の提案」（共同），
第66回土木計画学研究発表会・秋大会，琉球大学，2022.11.13.

	 「価格規制緩和後の公共交通政策に関する論点整理と考察」，第66回
土木計画学研究発表会・秋大会，琉球大学，2022.11.13.

包　　聯群	 「日中災害言語サービスの比較」（中日应急语言服务比较），北京林業
大学外国語学院主催（公開），オンライン開催，2022.4.6.

	 「『三合語録』『初学指南』等の文献における中国語の対訳及び言語接
触について」（浅谈《三合語録》《初学指南》等文献对译汉语及
其语言接触），内モンゴル大学第一回文献学国際学術シンポジウム，
中国フフホト市／オンライン（ハイブリッド開催），2022.7.16.

	 「中国黒龍江省における満洲人非母語話者の満洲語習得プロセスとその
言語特徴」（The Language characteristics of non-native speakers 
of Manchu people in Heilongjiang Province, China），第6回アジア
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未来会議，SGRA主催，中国文化大学共催，台湾／オンライン（ハ
イブリッド開催），2022.8.27.

	 「電話番号の区切り表示における制度的規範と共同体規範―日中言語
景観の比較研究（Institutional norms and community norms in 
the display of telephone numbers: A comparative study of 
linguistic landscape in China and Japan）」（徐大明との共著），
国際都市言語学会　第19回年次大会，中国東南大学外国語学院/
南京大学中国言語戦略研究センター/国際都市言語学会による共
催，中国南京／オンライン（ハイブリッド開催），2022.8.28.

	 ULS19若者向けのワークショップ「COVID－19 Session Meeting」（司
会），国際都市言語学会　第19回年次大会，中国東南大学外国語
学院/南京大学中国言語戦略研究センター/国際都市言語学会に
よる共催，中国南京／オンライン（ハイブリッド開催），2022.8.26.

大呂　興平	 「地方における世帯の再生産と『家業』の継承―地方都市近郊の『安
定兼業』の変容から―」，人文地理学会　第294回例会（特別例会），
信州大学，2022.6.25.

宮町　良広	 「ラウンドテーブル　サプライチェーンの経済地理学」（コメンテーター），
経済地理学会第69回大会，オンライン，2022.5.22.

	 「疲弊する地域経済：再生の途はあるのか」，地理総合オンラインセ
ミナー第8回，オンライン，2022.10.29.

青野　　篤	 ‘Oita Local Model Comparing South Dakota Model （Comparative 
Analysis of Covid-19 Responses and Constitutional Issues in 
Japan, Panel 86）’，2022 ICON•S Annual Conference 

（International Society of Public Law），Online，2022.7.6.
松隈　久昭	 「観光地域づくり法人（ＤＭＯ）の役割とプロモーションの評価」，

日本広告学会九州部会，オンライン，2022.9.24.
中本　裕哉	 「変動性再生可能エネルギー発電所の発電効率性評価」，第17回日本

LCA学会研究発表会，オンライン，2022.3.2-4.
	 「カーシェアリングサービスの拡大に伴う環境への影響」，第17回日

本LCA学会研究発表会，オンライン，2022.3.2-4.
	 ‘Dynamics and Regional Heterogeneity in Power Generation 

Efficiency of PV Power Plants in Japan Focusing on New 
Market Entrants’，The 28th International Input-Output 
Conference，Langkawi Island, Malaysia，28 August - 2 
September, 2022.

	 ‘CO2 Reduction Potential of Expanding Car Sharing Services: The 
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Case of Japan’，The 28th International Input-Output Conference，
Langkawi Island, Malaysia，28 August - 2 September, 2022.

	 「気象条件の不確実性を考慮した太陽光発電所の発電効率性分析」，
環境経済・政策学会2022年大会，オンライン，2022.10.1-2.

	 ‘Investigating power generation efficiency of PV power plants in 
Japan focusing on new market entrants’，The 15th Biennial 
International Conference on EcoBalance，Fukuoka, Japan，31 
October - 2 November, 2022.

	 ‘CO2 Reduction Potential of Car Sharing Services Considering Used 
Car Market’，The 15th Biennial International Conference on 
EcoBalance，Fukuoka, Japan，31 October - 2 November, 2022.

	

５．『大分大学経済論集』以外において発表した研究業績（令和４（2022）年中）
	 ＊学科別教員名簿順掲載

村山　　悠	 ‘Human Capital Inequality with Subsistence Consumption’，Journal 
of the Knowledge Economy・13，Springer，2022.9，pp.2127-
2137.

海　　大汎	 「資本形式論の方法」，『季刊・経済理論』第59巻第１号，経済理論学
会編，2022.4，pp.42-54.

	 「資本・賃労働関係の成立原理に関する一考察（その２）」，『政経研究』
第119号，政治経済研究所，2022.12，pp.33-48.

デイ・スティーブン	 ‘What fate bestows the European Political Parties （Europarties）? 
The Challenges of Democracy Building at the EU-Level’, Asia-
Pacific Journal of EU-Studies, Vol.20, No.2, 2022, pp.1-24.

金　　珍奎	 「韓国の派生結合証券と証券会社」，経営研究・第72巻第４号，大阪
市立大学経営学会，2022.2，pp.17-38.

大井　尚司	 「価格規制緩和後の公共交通政策に関する論点整理と考察」，土木計
画学講演集66号，土木学会，2022.11，CD-ROM.

小野慎一郎	 「純事業資産利益率（RNOA）の特徴と予測」，『企業会計』74（8），
中央経済社，2022.8，pp.21-28.

	 「会計原則と期待リターン」（椎葉淳・ 村宮克彦との共著），『証券ア
ナ リ ス ト ジ ャ ー ナ ル』60（10），日 本 証 券 ア ナ リ ス ト 協 会，
2022.10，pp.55-66.

包　　聯群	 「中国における言語政策の近年の動向について」，『現代中国における
言語政策と言語継承』第６巻，三元社，2022.3，pp.92-111.
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	 「言語接触の視点からみるモリンダワ地域のダグル語の特徴」，『現代
中国における言語政策と言語継承』第6巻，三元社，2022.3，
pp.144-166.

	 「満洲語習得者の音韻面における相違点―中国黒龍江省富裕県三家子
村を事例として」，『現代中国における言語政策と言語継承』第6巻，
三元社，2022.3，pp.192-211.

	 「モンゴル人留学生とTOAFAECとのつながり」（ハスゲレルとの共著），
『東アジア社会教育研究』第27号，東京・沖縄・東アジア社会教
育研究会（TOAFAEC），2022.9，pp.60-64.

	 〔翻訳〕「日本通過語言助力地区振興」（朝日祥之著：日本の地域振興と
言語の役割），『語言戦略研究』（言語戦略研究，Chinese Journal 
of Policy and Planning）Vol.7，2022年第1期.

大呂　興平	 「オーストラリアの地域農業における『生産者主導』の研究開発過程
―北部準州・キャサリン地区の研究活動を事例に」，経済地理学
年報68巻1号，2022.3，pp.74-96.

	 「日本における牛受精卵移植の現状とさらなる普及への課題」，青柳
敬人編著『牛ET実践手引書』，東京図書出版，2022.4，pp.5-40.

城⼾　照⼦	 「⼩都市の持続可能性」,イタリア史研究会編『イタリア史のフロンティ
ア』昭和堂，2022，pp.17-31.

宮町　良広	 「地域づくりと人材養成〜高校魅力化に注目して〜」，『RESAS（地域
経済分析システム）を活用した政策立案に関する調査報告書』
2021年度，東京大学地域未来社会連携研究機構，2022.3，pp.35-45.

	 「発刊の辞（特集　ネットワークとロカリティの経済地理学）」，経済
地理学年報68巻１号，2022.3，pp.1-3.

	 「グローバル生産ネットワーク論の発展と論争－英語圏の経済地理学
理論における「ヘゲモニー化」？－」，経済地理学年報68巻１号，
2022.3，pp.4-28.

青野　　篤	 「Little Sisters of the Poor Saints Peter & Paul Home v. 
Pennsylvania, 591 U.S._, 140 S. Ct. 2367 （2020）―雇用主の宗教
的，道徳的異議に基づいて，避妊医療保険の提供義務を免除す
る行政規則の制定が，連邦法の授権の範囲内にあり，行政手続
法にも違反しないと判断した事例」，アメリカ法2021（1），日米
法学会，2022.2，pp.143-148.

	 〔翻訳〕ルース・ベイダー・ギンズバーグ，アマンダ・L・タイラー著『ルー
ス・ベイダー・ギンズバーグ　アメリカを変えた女性』（大林啓吾，
石新智規らとの共訳），晶文社，2022.2，pp.144-151, 152-169, 170-171.
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	 「新型コロナ禍における地方自治体の対応と法の支配―独自発令モデ
ルと非発令モデル」（大林啓吾，手塚崇聡との共著），千葉大学
法学論集第36巻第３・４号，千葉大学法学会，2022.4，pp.85-139.

	 「警察による街頭演説中のヤジ除行為等の合憲性　札幌地方裁判所令
和４年３月25日判決」，法学セミナー増刊 速報判例解説 vol.31 ，
日本評論社，2022.10，pp.39-42.

６．経済学会正会員が責任者となって開催した学会（令和４（2022）年中）
＊学科別教員名簿順掲載

大井　尚司	 日本観光研究学会九州韓国南部支部2022年度第１回研究会（第19回
観光九州アカデミアと共催），J:COM ホルトホール大分　サテラ
イトキャンパスおおいた講義室，2022.9.3.

	 日本観光研究学会九州韓国南部支部2022年度第２回研究会，武雄市
文化会館，2022.12.4.

包　　聯群	 第11回日中国際ワークショップ　現代中国における言語政策と言語
継承―言語継承における言語景観の役割（The 11th Japan-China 
Workshop Language Policy and Language Inheritance in 
Modern China）（科学研究費補助金・基盤研究（B）「消滅危機
に瀕する満洲語の記録保護・教育と継承・再活性化への取り組
み及び実態の解明」17H04524研究代表者，科学研究費補助金・
基盤研究（C）「中国内モンゴル⾃治区モリンダワ地域における
ダグル語の社会⾔語学的研究」19K00608研究代表者），大分大学
／オンライン（ハイブリッド開催），2022.5.28.

	 国際都市言語学会第19回年次大会（中国東南大学外国語学院/南京大
学中国言語戦略研究センター/国際都市言語学会による共催）に
おける実行委員および日本セッション担当（テンセントVOOV），
中国南京／大分大学（ハイブリッド開催），2022.8.26-29.

宮町　良広	 日本学術会議公開シンポジウム「人口減少時代の地域のかたち」，日
本学術会議＋オンライン，2022.12.4.

松隈　久昭	 日本広告学会九州部会，オンライン，2022.9.24.
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７．経済学会正会員の異動

下田　憲雄	 2022年３月31日退会
安田　俊介	 2022年３月31日退会
井川　純一	 2022年３月31日退会
江原　　慶	 2022年３月31日退会
外枦保大介	 2022年３月31日退会
藤井　修一	 2022年７月31日退会
米村　忠司	 2022年８月１日入会
海　　大汎	 2022年10月１日入会
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